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幼児教育・保育におけるカリキュラム・マネジメントの重要性が従来から指摘されているが，カ
リキュラム・マネジメントを適切に実行することについての評価の実態が明らかでなはいことを受
けて，本研究では，カリキュラム・マネジメントの評価を調べることを目的とした．平成 27年度
幼稚園教育理解推進事業都道府県研究協議会研究報告要旨に掲載されているカリキュラム・マネジ
メントの適切な実施についての全国 47都道府県の報告を資料として，指導計画作成と評価・反省
における工夫と課題を抽出・分析した．結果は，システム・形式の工夫と内容の工夫に分けてまと
め，その結果を踏まえて，カリキュラム・マネジメントの三つの側面について論じた．
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問題と目的
　幼稚園における教育課程の編成から反省・評価まで
の一連の流れについて，幼稚園教育要領第 3章指導
計画および教育課程にかかる教育時間の終了後等に行
う教育活動などの留意事項にその内容が示されてお
り，幼稚園教育要領解説の「第 3章指導計画および
教育課程にかかる教育時間の終了後等に行う教育活動
などの留意事項　第 1指導計画の作成に当たっての
留意事項　第 2節一般的な留意事項　1指導計画の作
成」において，（1）発達の理解，（2）具体的なねら
いや内容の設定，（3）環境の構成，（4）活動の展開
と教師の援助，（5）反省・評価と指導計画の改善と
いう流れで行うことが記されている．また，保育所に
ついては，保育所保育指針解説書の「第 4章保育の
計画及び評価　1保育の計画（2）指導計画」において，
同様の内容が示されている．就学前の保育・教育にお
いて，計画的な保育・教育の実施とその改善を絶えず

行っていくことが求められている．この一連の流れは，
PDCAサイクルと表現されることもあり，厚生労働
省の「保育所における自己評価ガイドライン」では，「保
育所では，保育指針を踏まえた保育課程を編成し，そ
れに基づく指導計画を作成します．計画（Plan）に基
づき実践し（Do），その実践を評価し（Check）， 改善
（Action）に結び付けていくという PDCAの循環の継
続が重要であり，これらの連動のなかで保育の質と職
員の協働性が高められていきます」と示されている．
　平成 26年 11月の中央教育審議会の諮問において，
「各学校における教育課程の編成，実施，評価，改善
の一連のカリキュラム・マネジメントの普及」が打ち
出され，指導計画の作成から評価，改善までの一連の
流れをカリキュラム・マネジメントという言葉で示す
ようになった．また，この中には，保育者個人が保
育における PDCAサイクルを実施することだけを示
しているのではなく，各学校・幼稚園において在籍す
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る年限の中でどのように教育課程を編成すれば，教育
目標が達成できるのかということを教職員全体で検討
し，各教科や活動を組み立てていき，協働しながら教
育・保育目標の達成に努めることが含まれている．
　平成 27年 8月 26日の中央教育審議会教育課程企
画特別部会の論点整理では，以下のカリキュラム・マ
ネジメントの三つの側面が示された．

＜ 1＞各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，
学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で，
その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に
配列していくこと．
＜ 2＞　教育内容の質の向上に向けて，子供た
ちの姿や地域の現状等に関する調査や各種デー
タ等に基づき，教育課程を編成し，実施し，評
価して改善を図る一連の PDCAサイクルを確立
すること．
＜ 3＞教育内容と，教育活動に必要な人的・物
的資源等を，地域等の外部の資源も含めて活用
しながら効果的に組み合わせること．

　＜ 1＞の教科横断的な視点については，従来から幼
児教育において，幼児の多様な側面の発達が総合的に
実現されていくように指導することとされており，そ
の視点として 5領域（健康・人間関係・環境・言葉・
表現）が示されている．したがって，＜1＞については，
すでに幼稚園において実行されている事項であると考
えられる．＜ 2＞に挙げられている一連の流れは，幼
稚園教育要領で示されているが，近年幼児教育におけ
る質の向上が求められていることから，＜ 2＞につ
いて実際にどのような現状，工夫，課題があるのかに
ついて明らかにしていく必要があると考えられる．そ
の実際を調べていく中で，＜ 3＞に示されている教
育内容と資源の活用の効果的な組み合わせについても
論じることになるだろう．
　幼稚園において，カリキュラム・マネジメントを検
討するということは，普段の保育を見直すような検討
とは異なる．自分たちの計画から反省・評価までの一
連のやり方そのものを検討するもので，実践の反省以
上に難しい作業となる．また，指導計画作成から改善
までの一連の流れ（カリキュラム・マネジメント）を
研究成果としてまとめた研究は多いものの（例えば，

林，2009；河邉，2008など），カリキュラム・マネジ
メントを進める際の課題や工夫を問題として取り上げ
た研究は少ない．そこで本研究では，平成 27年度幼
稚園教育理解推進事業都道府県研究協議会で，協議主
題の一つとしてカリキュラム・マネジメントが取り上
げられていることに着目し，各都道府県の幼稚園がそ
の成果を取りまとめた報告書を対象に，全国の幼稚園
におけるカリキュラム・マネジメントの実態を明らか
にすることを目的としている．
　平成 27年度幼稚園教育理解推進事業都道府県研究
協議会では，協議主題としてカリキュラム・マネジメ
ントを取り上げ，協議の視点として，以下の 3点を
挙げている．

〔協議の視点〕
① 幼稚園教育要領の内容を十分に把握した上で，
具体的なねらい及び内容の明確な設定，適切
な環境の構成等を押さえた指導計画を作成す
るにはどのような工夫が必要か．
② 適切な指導を行うために，長期的に発達を見
通した年，学期，月などにわたる長期の指導
計画やこれとの関連を保ちながらより具体的
な幼児の生活に即した週，日などの短期の指
導計画を作成するにはどのような工夫が必要
か．
③ 新たな指導計画を作成するために，指導の過
程についての反省や評価を適切に行うにはど
のような工夫が必要か．特に，幼児理解を深
めるための記録について，指導や評価の実際
に生かすにはどのような工夫が必要か．

　本稿では，PDCAサイクルに焦点を当てるため，
その中心課題となる指導計画の作成（①）と実践を含
む反省・評価（③）の 2点に絞って，その実態と工
夫について調べていくこととする．また，報告の中で
挙げられた課題についても整理していく．
方法
対　象：平成 27年度幼稚園教育理解推進事業都道府
県研究協議会研究報告要旨に掲載されている全国 47

都道府県の報告．
手続き：各都道府県の報告内容について，上記の視点
ごとに，どのような内容の工夫が挙げられているのか
について，該当箇所を抽出し，分類を行った．
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結果と考察
（1）指導計画作成の工夫
　指導計画作成の工夫について，資料から得られた結
果を表 1・2にまとめた．
　表 1では，指導計画作成における，システム・形
式についての工夫をまとめた．まず，全教職員で話し
合い，共有するという報告が 12の都道府県から挙がっ
ていた．また園内だけでなく，公開保育・園間の話し
合いも 6の都道府県で挙がっていることから，園内
外での話し合い・協議が非常に重要であることが示さ
れていた．園内の話し合いについては，話し合いを進
める形式（個人から全体へのプロセス），話し合いの
時期（年度，夏季休業中），内容（外部評価を生かす）
などの工夫が見られた．
　次に，記録・計画の様式を見直す工夫として，記入
の工夫，記録の形式の工夫，期の捉え方の工夫が挙げ
られていた．特に期の捉え方の工夫が多く挙げられて
いたが，この期の区切りの仕方は園ごとに異なってお
り，園の方針や教育体制によって，異なると考えられ
る．また，これらの工夫を実行するにあたって，管理

職を中心とした体制づくりやシステムの改善が指摘さ
れている．これらは各教職員の努力というよりは，広
い視野で全体を見る管理職の教員の役割であり，一人
一人の教員の努力を確実に効果的なものにするために
も欠かせない視点であると考えられる．
　表 2には，指導計画作成の内容についての工夫を
まとめた．まず，視点を明確にして計画を作成するこ
との重要性が多く指摘されていた．その視点も，幼稚
園教育要領，幼児の姿・発達，遊びの 3つに分類す
ることができた．幼稚園教育要領は幼児教育の基準と
なるものだが，改めてそれにあたることの重要性が指
摘されており，各園の教育目標・方針と幼稚園教育要
領との両者に視点を置きながら，指導計画を作成する
ことが重要であることがわかる．
　次に，幼児の姿は，指導計画作成する際に第一に考
えられるべきことだが，改めて幼児の姿を起点として
計画作成することが指摘されている．その内容も，幼
児の姿だけでなく，心情・意欲・態度や発達，発達の
過程など内面に目を向けることが挙げられた．また，
遊びについても遊びの連続性や教師の援助・環境との
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関連など，遊びを単体で捉えるのではなく連続性・他
との関連性をもったものとして捉える必要性が指摘さ
れている．
　次に，ねらいの工夫について，明確化・具体化する
ことが多くの都道府県で指摘されていた．また，ねら
いと幼児の活動・援助との関連を意識化することが複
数の園の指摘として上がっており，ねらいを実際の幼
児の活動や教師の援助と結びつけることの難しさが読
み取れる．
　また，家庭・地域，小学校といった園外との連携を
指導計画作成時に考慮してくことが重要だと認識され
ているといえる．

（2）反省・評価の工夫
　反省・評価の工夫について，資料から得られた結果
を表 3・4にまとめた．
　表 3には，評価・反省におけるシステム・形式の工
夫をまとめた．評価・反省においても全教職員で話し
合うことが挙げられており，その数は指導計画作成よ
りも多かった．また，ただ単に話し合いの機会を持つ
というだけでなく，KJ法，ドキュメンタリー，遊びマッ
プ，掲示，ポスターセッションなど話し合いの仕方が
挙げられていた．また，記録をもとに話し合い，次の
指導計画に活かすという循環を意識した内容も挙げら
れていた．
　記録については，計画と記録の関連性がわかりやす
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くなるような記録様式の工夫が挙げられていた．また，
視覚的にわかりやすい記録の仕方（写真，映像，付箋）
が挙げられていた．報告の中では，「見える化」とい
う用語も複数使用されており，記録の可視化が実践を
共有しやすくする工夫であると考えられる．反省・評
価の時期の工夫も多く挙げられていた．反省・評価の
時期を変えることで，それより短い（もしくは長い）
期間での反省・評価では気づかなかった事柄に改めて
気づくことができると考えられる．
　表 4には，反省・評価における内容の工夫につい
てまとめた．指導計画作成と同様に，視点の工夫が挙
げられていたが，まず視点を明確にすることが多く挙
げられていた．指導計画作成時に比べて実践後の反省・
評価においては，個々の教員が多様な情報を持ってい
るため，話し合いが時として多方面にわたり，焦点を
絞って話し合うことを意識する必要性が出てくること
が読み取れる．具体的な視点として，指導計画作成に
おいて挙げられた幼稚園教育要領，幼児の姿，遊びに
加えて教師の援助という視点も挙げられていた．特に
幼児の姿について多く挙げられており，実践を終えて
遊び，環境構成，教師の援助等多様な事実がある中で，
まずは幼児が望ましい発達を遂げているかに目を向け
ることの重要性が指摘されていると考えられる．また，
幼児の発達，内面，成長，変化，興味関心，気づきな
ど幼児の内面に目を向けるという指導計画作成と同様
の指摘と共に，幼児のつぶやき・活動状況を具体的に
書くという客観的事実を記録するという指摘も挙げら
れた．また，幼児の活動と教師の援助や個人と集団の
両側面など幼児と他との関連にも目を向けることが複
数指摘されている．また，その他として，事実やあり
のままを記録することが複数挙げられていた．
　教師の援助が指導計画作成に比べて多く挙げられて
おり，実践を経ることで援助とその効果が実感され，
反省として多く挙げられたと考えられる．
　指導計画作成と同様にねらいの工夫が多く挙げられ
ていた．幼児の姿でも述べたが，多様な事実・情報が
あり，話し合う話題には事欠かないと考えられるが，
そのために焦点が定まらなくなることが危惧される．
まずは，何をねらいとしていたのか，について考える
ことが PDCAサイクルを適切に回していく上で最も

重要であると考えられる．しかし，ねらいを中心とし
て，評価・反省を行ったとしても，ねらいが曖昧だと
話し合う視点も曖昧になってしまう．そのため，ねら
いの具体化ということが評価・反省，また指導計画作
成でも挙げられていると考えられる．
　指導計画作成と同様に家庭との連携，幼少連携につ
いてもそういった視点から指導計画を評価・反省する
ことの重要性が指摘されていた．また，その他に入れ
たが，今回のカリキュラム・マネジメントの大きな前
提である PDCAサイクルを確実に実行することが多
くの都道府県で挙げられていた．
（3）課題
　課題として最も多く挙げられていたのは，時間の確
保が難しいことで 8つの都道府県で挙がっていた．反
省・評価が次の改善につながらないという課題が 4つ
の都道府県で挙げられていた．さらに，経験年数の違
いによる教師の援助や話し合いでのコミュニケーショ
ンの違いが 3つの都道府県で挙げられていた．

総合的考察
　以上の結果と考察から，まずはカリキュラム・マネ
ジメントの三つの側面について，検討し，次に今後検
討すべき課題について論じていく．
カリキュラム・マネジメントの三つの側面
（1）教科横断的な視点で，教育内容を組織的に配列し
ていくことについては，指導計画作成，反省・評価の
両方において幼稚園教育要領の 5領域を踏まえるこ
とが指摘されており，幼児教育において改めて 5領
域に焦点を当てる必要性が指摘されていた．また，長
期的な視点で見ることに必要性や反省・評価について
多様な期の区切り方が提案されていることから，三年
間の中で幼児が体験すべき内容をバランスよく捉えよ
うとする姿勢が読み取れた．
（2）PDCAサイクルを確立することについては，
PDCAサイクルを確実に実行することや話し合い・
共有することの重要性が多く挙げられていることか
ら，まだ十分に確立されているとは言い難いと考えら
れる．
　その理由について，カリキュラム・マネジメントの
工夫として，全職員で協議，共有することの重要性が
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指摘されていることや時間的余裕がないことが課題と
されていることに注目したい．時間が足りない中で，
全職員で話し合う機会が少なく，PDCAサイクルを
確実に実行することができていないという現状が読み
取れる．その課題に対応する形で，指導計画・記録の
様式の工夫（多様なメディアの活用含む）や短時間で
記録，話し合いができるシステムづくりが挙げられて
いた．
　また話し合う風土・環境づくり，無理なく続けられ
る記録，必要間のある記録という指摘があり，時間的
余裕のない中で，教師がモチベーションを高めて，有
効性を感じながら記録していくことが重要であると考
えられる．
　さらに，反省・評価が改善につながらないという課
題が挙げられており，このことも PDCAサイクルの
確立の妨げになっていると考えられる．この課題につ
いては，視点を持って反省・評価することやねらいの
工夫が対応としてあげられる．特に，視点の中でも幼
児の姿に焦点を当てることは重要であるが，指導計画
作成の最初に検討されるべき幼児の姿と次に設定され
るべきねらいが工夫としてあげられていた．しかし，
ねらいの次に検討される内容（つまり活動）を単独で
検討することはあげられておらず，裏を返せば，内容
（活動）を中心に指導計画の作成や保育の実践がなさ
れていたことがうかがえる．活動内容中心に反省・評
価を行うだけでは，活動が成功した・失敗したという
二者択一の評価で終わってしまう．その前提である幼
児の姿（どのようなものに興味・関心を持っているか
という点では，遊びの視点も含まれる）の読み取りが
適切であったか，ねらいは達成されたのか，もしくは
ねらいが適切であったかについて反省・評価していく
ことで，改善点の糸口が見えてくるのではないだろう
か．実際に，記録をとり，カンファレンスをしたが，
保育に変化が見られず，考察の視点を変えると保育の
改善になるとの報告があり，例としてねらいの妥当性
や幼児の姿の読み取りが挙げられていた．
　これらのことから，PDCAサイクルの確立のため
には，教師間で話し合いに対する必要性が感じられて
いること，視点やねらいを工夫して指導計画作成や反
省・評価に取り組むことという教師内の要因と，また

それが可能な環境である教師外の要因（形式の改善，
システムの構築）という二つの側面の条件が揃うこと
が重要であると考えられる．

（3）教育内容と資源を効果的に組み合わせることに
ついては，先に述べたことと関連する．特に，システ
ムの構築に関しては，管理職がリードして進めていく
必要があり，教育・保育に関わる人々が条件整備のた
めに，役割分担をし，役務を遂行していく必要がある．
また，家庭・地域・小学校との連携があげられており，
効果的に教育内容を組み立て，実施していくために外
部との連携が必要であることが読み取れる．

　以上の点に加えて，指導計画作成と反省・評価を行
う際の工夫について二点，論じていきたい．

ねらいの具体化
　指導計画の作成や保育の反省・評価を行う際に，多
様な幼児の姿，教師の援助と多くの事実（情報）があ
る中で，焦点を定めて考え，話し合うことは非常に難
しい．しかし，指導計画に基づいた保育・教育の実践
である以上，その指導計画作成や反省・評価はねらい
に基づいて行われるべきで，今回の結果からもカリ
キュラム・マネジメントを実行する上で，教師がねら
いに基づいて進めることの重要性を実感したことがう
かがえる．また，ねらいに基づいて進める中で，ねら
いの具体化という視点が出てきている．この点につい
ては，横松らが一連の研究（横松，2014，2015；山中・
横松，2011）で「保育目標の明確化」を提言してい
ることと重なる．ねらいを検討する際に，園の教育・
保育目標とともに幼稚園教育要領を参照するが，その
5領域のねらいでは，3年間の発達に照らし合わせて
考えることができるよう，3歳から 6歳までの幼児に
当てはまるねらいが記されている．同様に，保育所保
育指針では 0歳から 6歳までの子どもに当てはまる
ねらいが記されている．しかし，その表記を実際の指
導計画に反映させてしまっては，年齢に固有のねらい
（発達段階に合わせたねらい）にならなくなってしま
う．そのため，ねらいの具体化の視点として，他の年
齢では当てはまらない，当該年齢の幼児にのみ当ては
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まるねらい，当該幼児のこの時期にのみ当てはまるね
らい，という視点を持ってねらいを作成することを提
案したい．

記録・話し合いにおける幼児の姿
　記録・話し合いにおいて，事実を具体的に記録する
という工夫と幼児の内面に焦点を当てて捉えるという
工夫が挙げられていた．一見矛盾するようだが，以下
のように考えることができる．事実を具体的に記録す
るのは，客観的に保育を捉えるためである．内面に焦
点を当てるのは，幼児の発達や興味関心を起点として
ねらいや内容の妥当性を検討していくためであるが，
客観的な事実を共有できなければ，その後の幼児の姿
の読み取りにおいても教職員間で齟齬が生じてしま
う．この点については，和田（2016）の「事実の記録」
と「解釈の記録」を区別すべきという主張と重なる．
全ての教職員が同じ場面を体験するということは無理
であり，多様なメディアを用いて可視化された記録を
取ることも客観的な事実を共有することに役立ってい
る．事実と幼児の姿の読み取りの間を循環しながらね
らいや内容の妥当性を検討していくことが，先に挙げ
た改善につなげるという課題に結びついていくと考え
られる．
　平成 30年施行予定で幼稚園教育要領，保育所保育
指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領が改訂
される．これらの新たな内容を踏まえてさらに各園の
教育課程や指導計画を作成，改善していく必要がある
だろう．
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